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サーキュラーエコノミーの実現を目指すために経済産業省によって設立されました産官

学の連携を促進するためのパートナーシップ「サーキュラーパートナーズ」のビジョン・ロ

ードマップ検討 WG にアルミニウム WG を設置頂き、2025 年 5 月よりアルミ展伸材の再生

材利用率向上に向け、ありたい循環と現状とのギャップを確認、課題の抽出や取り組み内容

を整理し、ロードマップを策定しました。 

 

出典：サーキュラーパートナーズサイト「サーキュラーエコノミーに関する産官学のパートナーシップ

立ち上げイベント・第１回総会」（2023.12.22） 

 

アルミニウム WG は、（一社）日本アルミニウム協会、（一社）日本サッシ協会、（一社）

日本アルミニウム合金協会、非鉄金属リサイクル全国連合会、軽金属同友会、(株)神戸製鋼

所、日本軽金属ホールディングス(株)、(株)ＵＡＣＪ、三協立山(株)、不二サッシ(株)、

(株)LIXIL、YKK AP(株)、アサヒセイレン(株)、(株)大紀アルミニウム工業所の５団体、９

企業に加えて、有識者として東京大学の星野 岳穂 特任教授、早稲田大学の所 千晴 教授に

ご参加を頂き、経済産業省や環境省などに会議等にご参加を頂き、アルミ循環関係者による

総合的且つ専門的な議論を重ね、活動をして参りました。 

 

 



 

出典：サーキュラーパートナーズサイト「「領域別ビジョン・ロードマップ検討 WG」の新規領域募集

のお知らせ「2025 年度 CPs 領域別 WG 募集要項」」（2025.04.10） 

 

アルミニウムは、自動車産業をはじめとして、航空機、船舶、鉄道車両などの輸送機やサ

ッシやドア、外壁などの建設分野、ロケット部品や半導体製造装置、リチウムイオン電池や

電線、パソコンやスマートフォン、データセンターなどの IT 関連、飲料や食品の容器や包

装など多様な産業分野で不可欠な基盤金属であり、日本経済全体の約 4 割に及ぶ経済活動

に深く関与しております。 

 

その重要性は、単に工業素材としての役割にとどまらず、脱炭素社会の実現に向けた環境

負荷低減の観点からも極めて高く、特に、スクラップなどリサイクル原材料により製造され

る再生地金は、1 トン当たりの CO2 排出量が 0.303 トンと新地金の 12.7 トンに比べて極め

て低い低炭素材料としての価値があります。こうした環境的メリットを最大限に活かすため

には、アルミスクラップの国内循環を加速し、海外に輸出されているスクラップを国内で再

生利用するためのシステム構築と循環価値の認知が不可欠であり、アルミ新地金を 100%海

外からの輸入に依存している我が国においては、単なるリサイクルの促進にとどまらず、日

本の資源安全保障と持続可能な産業基盤の確立という、国家レベルの課題に貢献するもの

と捉え、ロードマップを策定いたしました。 

 

今後は、アルミニウム WG が描いたロードマップの実証、実装に向けて、アルミニウム業

界と関係省庁との更なる連携による施策の具体化やそのための他の素材業界やユーザー業

界との連携を推し進めて参りたいと存じますので、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願い

申し上げます。 

 

以上 


